
また、∫グ津壌lこ煮産衣来甥鼠伎りく試妓忠実滅し食感諷、J回】叶や／♂ん  

巻貝gクク瑠や考ったポ、本葬如〝KJ上クやばヱ馴ーやノ久…喀えエ切  

ったくセかあ、乳種の盈次も萱吾ヰ考古てとが判った  

・ツルづ“＿の品種別収壬比棄試験  

■ 他事斉 渡迦．一三食サ  

∽ 笥  褒  

詞訝作拗の威痔労力節減葱切るブこ卯、検碑銘壕水、盗人！二万って隻たボ、   

催物功倒俊は、樹減作帯解牽老琶だしく施下雲ぜ点ので、剰伏し絶し、；■≠   

物監逢βミ、於繋が夢点．くの息＼ノルざ一ば萌盗力瞳露そ凝る∑ヒ⇒♪†L、二之‖   

棟）こも比較舶砕いのやす養よい†こ渚瀾雲勃浪ば希ちないイ官物て・・宕ノ≡‘一で   

えち氷る。  

↓かしセち、喫束の甚痺坪卓、森泉奄ま穂馬∂∴ 是寒産ま笠－∴′も  

）㍉収貴ぶ少く苛まり貿咤♀巫なかったので、薪・■ぺ、そ成徳牒牒ノ芹「簿   

は考サ政悌が加えろれ、又濠近、多職涯／死守∴∴讃・が化凋、或1よ首∵＜≦   

机たのそ、乙刹ち甚愕の堵植皮が堰尊宅知り、笛他笠置並1こ塊輯買増牌   

並上の賀掛とす扁ため、本試験を架施した。  
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鉄）兼 椎 茸   ／ク盈当「亀ユ♂クク瑠 硫客アクぜ  接遇右っ紙ブ伊  

嶺タロタメ常 宿灰／♂ク々立番終ヒレ／団刈後ルa  

当麻婆ノク瑠之過舵した。   

しへ）樟櫓斌虞ポ受  毯帝J♂物′ 漁舟お川一／腺ナ～‘逸（／〆増朗／ノ留）   

〈ト）機椎 月 日  〆召／Jn  

（ガ 領 一萱 虔 異   

材）脅す 五 里曹取落  

■ 下顎ごノ方資芽、簸めくずノや凋クたぶ、／選句後圭面鮒）こ野鼠の  

者をう汁、ノ時郎）こ五官べ抑制ぞ新た必（、その後通観卸傾調に蚤j乱  

したっ刈東男たおサる澄夫その他はユズのYおり。   
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乙回メJルA巻塀苦  くわ′／㌻〉  

〃′ク   島  根  毛   塀  萱   比  率  相当 取 重   婚  宰   

／  ニューソルゴ’一泡   J、擁．′冬   ／♂♂〝〃  〟汚  司苫惧考  生硬期   
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、卜   トルーター、ン  1   J．夙ケ穴g   プア′∫  ′差r  卑生宮孝子、出格和   

∠  ニューソルづ∵ 和   官クノ風上   ／かダ、∠  ′タ′J  預生東塔、・出碑嘲   

＠ せ青白教 Jアa   

合 計 藤 里  

ル匂   量  種  名   ／国力l収受   2頓刈収骨   卓計牧費   比率   
′   ニゴーソルゴし 千ヱ   タカ∂グ♂′   J■♂〃〆l．ケ‾   夙／〝′   ／ク∂〃♭   

∠  史 其  鹿 央   ク／ノ〆、ず   J．うタ〆、ヲ   グ∫甘J、g   タ／．ア   

J   ル 疋   ノ ∠∂   ∫‾ア′タ、′‾   す、／タ′、♂   男声′ク．J   ／て～ヱーク   

′  ル K  ／〃′   ヂ、ダ♂六／   J．ダク／、J   ♂．J♂′、ク   ／ク′グ   

十  トルー デ、ン  1   ¢グダ♂、J   J、ダJ久♂   g、jメタ、／   ／ク／・・乙   
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・・J・雫 て  

渚粒1こ小＼で－ ニ■ま‾ソルヂ一千Jく句読棟餞）lまま膏、司生唯聾 
‥． 

も】ご手jと囁瑛やダフて、宙及横顔lくよる奴化は胡み歌布かり控。   
富  

ル〟Jヱ♂と悠弐奄無稽lよ、草だ点状紫の放映も璃臥レイいく、セ句七二  

戒盗鞋で牒った。   

〝（／4チ博学ズ・も比穀舶陛く、喪が前匪2首穫）こ戟べ小屋虹や枚齢少く  

且っ出棲尊卑いてとかち、おしろ凍文相る碑に似ていた。  

トルーダンⅠ】d（音刈瑠スーダン／聡史敢）埠生や、藍膏はゴ1一ソ心  

ゴーに穿ちず、旺應で彪ウた。   

両史上〃いて一 穀も路頭や迦速k生長したのlまル火／単ナで、ニま一  

ソルゴー、〝〟ブ．2∂、ト心－ダ1ン1匝規程廣や、異質在来繚がゝ馬車浮か  

つノた。   

言出堺牽〕こ／つ＋いて一 家奥の貰右る量線恵那寺に刈承っく仕棄－したの  

Iま穏当ゃばないぶ、メ・けく丸〕てよる卑生への影琴芝芳恩しイ、考えて刈虜  

老脅りた。／～ヱ同メーJYも）乙〝〝Jヱ♂メ（努藩政苦乞東レ 業東嶺乗権力ぐ  

凌極や、他の℡寄席は宛人ゞ美感ヾ省かった。このこと漣荒実在東棟の笥生  

が濁ぺ、旦生収受ボサ々J＼った孝Y、熱潤も他苗呼七軟べて着々、っ  

よるものと考えち氷る・  

lごナ・ぜ  lマ  
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∽）以上のことカ、ち、奉餅験せ斉も苛政ガ穏確）まル尺Jユβ－や、杷のネ   

甚秤も髄質の在来稚1ニ較べて凍れくい石こ￥が解った。  

め ニュ＿ソルゴ、一功／可匂象視程したものも、贈入祥子ヒ牡駁しイ藤   

倉剃相でき点ものと見えち弧た。  

寺刈セうも巧こし と ソルゴーの混魔常務  

短婁電 波泣ノ三宮各  

r／）官  爾   

／同相の増噸と檜壊滅咤Iく董たっく凄も偉容とぷる似依の暗止、健‾にと  

うも方こしのこ衆革労カの帝或老圏ちたの、J7碧族にぉいて裟施した切イ  

琴る武、硬調する耳鼻ヰ易クた憲実在来複成人手でき寸や、止公方く衣裳を  

渓積立牒牒したため合体柳三根童水ケ呑メ＼〃た勿そ、本旨暦は学敏枝の／  

げ奏駈挫愛嬢クて、純算残の惑球勿追試の衆抜もせめ＜奉拭股立安濾ゝた  

建）試 味 見 斌   

V）き弟場希点 土壌  東京劇北竜堵頑固壕  潔肇碍、犬山攻上  
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